
通信
全教職員
配付号

最終答申が出されました

中央教育審議会では、平成２７年１２月２１日の第104回総会において、

「チームとしての学校の在り方と今後の改善方策について（答申）」を取り

まとめました。その中で「チームとしての学校」を実現するための具体的な

改善方策が示されました。（下表参照）

今後は、

(1)専門性に基づくチーム体制の構築 (2)学校のマネジメント機能の強化

(3)教職員一人一人が力を発揮できる環境の整備

の3つの視点に沿った検討を行い、学校のマネジメントモデルの転換を図っていくことが重要であ

るとしています。

また、改善方策の「(２)学校のマネジメント機能の強化」では、「事務の共同実施」が取り上げ

られており、引き続き学校事務共同実施が実りあるものとなっていけるよう事務支援室もサポート

していきたいと思います。
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２０１５ ・ グループ制ミニ活動報告（その２）

○ 第２回学校事務共同実施全体会
昨年１０月８日（木）に行われた第２回学校事務共同実施全体会では、弘前市立第一中学校

総括事務主幹 竹内智子氏を講師にお招きし、「弘前市における学校徴収金等事務取扱要領等に
ついて」というテーマで講演をいただきました。導入時のご苦労や現在までの取り組みなど、
これからの「校内会計の在り方」を考える上でとても参考になるお話でした。

校内会計の平準化への取組

昨年１０月１９日（月）に平成２７年度第１回「八戸市学校事務共同実施推進協議会」が開催
され、「学校納入金取扱ガイドライン及び取扱要綱（案）」について協議を行いました。これは、
学校納入金取扱の適正化及び平準化、さらには保護者負担軽減を目的としているものであり、各
委員からは様々な意見が出されました。
中核市移行を平成29年１月に控え、いよいよ「校内会計の平準化」に向けた準備の第一歩が

踏み出されようとしています。

平成２７年度を振り返って…平成２７年度を振り返って…

平成２７年度もあと１か月ほどを残すのみとなりました。今年度もいろいろな点で変化の
多い一年だったのではないかと思います。ではどんなことがあったでしょうか。少しだけ振
り返ってみたいと思います。

平成27年10月～：「手当率制」から「標準報酬制」へ（共済組合）

給与から控除される保険料（掛金）や年金・短期給付などの算定基礎が「標準報酬制」
になりました。毎年１回、４～６月までの「給料月額」と「実際に支給された諸手当」
の支給額を合算し、３か月の平均額を標準報酬等級表に当てはめて「標準報酬月額」を
決定します。これは、その年の９月から翌年の８月まで、掛金や給付額の算定基礎とな
ります。なお今年度は移行期のため平成２７年６月支給分をもとにしています。

参考資料の登録先）フォーラム ＞ 学校事務支援室 ＞ 事務資料BANK ＞ 標準報酬制について

平成28年１月～：マイナンバー制度開始

国の行政機関や地方公共団体において、
①社会保障 ②税 ③災害対策

の３分野で利用されます。最近では、平成28年分給与所得者の扶養控除等（異動）申告
書での記載が記憶に新しいのではないかと思います。また、通知カードや個人番号を記載
した書類の控等の保管には十分気をつけてください。

参考資料の登録先）フォーラム ＞ 学校事務支援室

＞ 事務資料BANK ＞ マイナンバー（個人番号）について

校務支援システムの運用開始

今年度校務支援システムが導入され、２８年４月からの本格運用に向け試験運用が行わ
れています。
また、「出欠席管理」については、2月1日より市内全校で全面実施となっています。

このほか、
☆ FogosUSBメモリの更新
☆ 事務用端末の入替
☆ 学習用タブレット導入（小学校）

など、ＩＣＴ環境整備においても変化の
多い一年となりました。


